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新年度を迎えました。皆さんいかがお過ごしでしょうか。

Cubic Argumentと改称して 3ヶ月。当会を興したのは、私たちが「今」を仲間と共有すること、「今」
はどういうときなのかを考える機会を設けることにありました。そして、これを土台に、私たちがこれ

からの日本を支えるべく、分野を越えた横の連携と世代を超えた縦の連携を深めることを目指していく

所存です。分野と世代を超えた連携が必要とされるのは、世には些細ではありますが、連携なくして乗

り越えることが出来ない世論や利害対立といったハードルが存在するからです。

新たな一歩として、運営面では当会の組織化および広報の開始を予定しています。さらに、勉強会で

は「日本のビジョン」を敢えて若者が語るという会や安全保障学生講座の開催を予定しています。

■5月下旬：総会および第 15回勉強会開催

Cubic Argumet組織化の第一歩として、規約の創設および組織体制の明示化を行います。具体的には
5月の総会において、１.規約の承認、２.組織体制・役員・会費の承認を行います。
総会の会員は今まで一度でも勉強会及び安全保障学生講座に参加した者を指します。また、定足数に

ついては Cubic Argumentという組織名を投票した際の人数（32名）の 3分の 2（21名）以上としま
す。なお、委任を他の会員にすることが出来ます。また、総会の複数開催も検討中です。以上の事項に

ついては現在の運営委員の議決によって決せられています。

また、続いて第 15回勉強会・第 16回勉強会（2011年 5月・6月）において、別紙の通りの企画を
実施します。大上段の議論を参加者同士で熱く行いたいと思います。そこから先にこの会の進むべき道

を見えてくると思っております。

■安全保障学生講座の開講

2011年 6月 2日より、別紙の通り安全保障学生講座を開講します。


